
会
議
所
日
誌

3
月

器
日
マ
指
違
員
研
修
会
に
出
席

(
仲
野
、
円
城
寺
各
指
導
員
・

於
広
島
)
▽
電
気
記
念
日
祝

賀
会
に
出
席
(
小
谷
専
務
理

事
、
木
戸
次
長
)

那
日
▽
中
小
企
業
相
談
所
々
長
会

議
に
出
席
(
木
戸
次
長
)

鈴
日
マ
地
域
産
業
開
発
委
員
会
開

催
▽
薪
能
役
員
会
に
出
席

(
木
戸
次
長
)

即
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
小

規
模
振
興
委
員
連
絡
会
議
開

(
3
月
t
4
月
)

染
負
荷
申
告
納
付
説
明
会
開

催
マ
当
所
婦
人
会
竹
柏
句
会

用
催

▽
三
条
通
り
シ
ヨ
ッ
ピ
ソ
グ

モ
ー
ル
商
店
街
振
興
組
合
設

立
発
起
人
会
に
出
席
(
円
城

寺
指
導
員
)
マ
地
城
産
業
開

発
委
員
会
県
・
市
へ
陳
倩

お
日
▽
新
人
社
員
研
修
会
開
催
▽

法
律
相
談
実
施

(
小
谷
専
務
理
事
、
貴
多
本

事
務
局
長
)

仁
U
 
1

ー
ー

4
月

1
日

N
e

▽
近
畿
商
工
会
議
所
木
材
部

会
連
絡
協
議
会
打
合
せ
会
に

出
席
(
渡
辺
委
員
)

マ
県
商
工
会
議
所
連
合
会
総

会
開
催
マ
当
所
婦
人
会
正
副

会
長
会
議
開
催

マ
正
副
会
頭
会
議
開
催
マ
税

務
専
問
相
談
実
施
マ
通
産
局

モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
(
円

城
寺
係
員
)

マ
青
年
会
議
所
と
の
懇
談
会

用
催

5
日

9021
1

印
刷
所

各
種
検
定
試
験
案
内

口
第
卯
回
珠
算
検
定

施
行
日
六
月
二
十
六
日

受
付
五
月
十
六
日
1
六

月
三
日

場
所
県
立
短
期
大
学

孚
定
)

6
日

、安職良奈(
)
同

信
年前

8
日

8

口
第
船
回
簿
記
検
定

施
行
日
六
月
十
二
日

受
付
五
月
六
日
t
二
十

五
日

場
所
奈
良
商
業
高
等
学

校
予
定
)

詳
細
は
当
所
検
定
係
ま
で

T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ
代

男計

1

登
削
爽
鄭
路

一

語
に
青
葉
、
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
初

ガ
ツ
オ

0

見
る
も
の
す
べ
て
が

生
き
生
き
と
み
ぇ
る
爽
や
か
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
0
 
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
は
旅
行
に
出
か
け
ら
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
▼
こ
の
時
に
感

じ
る
の
は
や
は
り
健
康
の
有
難
た
さ

病
気
や
事
故
に
会
っ
て
は
元
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
▼
当
所
で
は
、
こ
の
よ

う
な
病
気
、
事
故
を
保
障
す
る
た
め

日
本
団
体
生
命
と
の
提
携
の
も
と
医

療
保
険
制
度
を
設
け
ま
し
た
▼
安
し

掛
金
で
幅
広
い
補
償
が
得
ら
れ
、
し

か
も
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
詳
細
を

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
共
済

担
当
ま
で
お
問
し
合
せ
く
だ
さ
い
。

数
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月

士

、
リ
昆
 
J

.
胤
伊
 
W

C

2

充

目

隆
京

法
ノ一西

良
一
奈
寺

1

紹

2

月

ψ
=
=
三
一
一
一
.
=
一
一
一
二
胃
=
一
=
=
、
三
=
冒
二
=
一
一
一
=
=
=
=
=
一
.
ニ
=
一
一
二
=
一
三
=
一
一
二
一
三
二
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
三
=
一
一
一
一
=
一
一
三
一
一
.
ニ
=
=
一
一
一
一
一
"
ニ
=
=
ニ
=
一
一
.
二
一
=
三
=
一
三
一
一
=
ニ
=
〒
二
=
一
三
=
=
ニ
=
=
.
二
三
=
=
子
'

2

公良奈

月

2

卯
一
駅

金
融
相
談

税
務
・
記
帳
相
談

労
働
保
険
事
務
代
行

共
済
制
度
の
普
及

講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

3

4

要

月

ー
ハ
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巴
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=
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=
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二
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発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者小

谷
武
芳

月

亀

μ
L

き
五

<
2

月

゛

号

1

経
営
改
善
指
導

各
種
検
定
試
験
の
実
施

情
報
・
資
料
の
提
供

意
見
具
申
と
建
議

貸
会
議
室
・
展
示
室

3
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共
闘
会
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出
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共
同
精
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一
部
五
十
円
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婦ノ、会絵会開く
事業所訪
上職者清

自消

倒産状況(県)(帝国興信所)
内整理を含む負債1,000万円以上

主要経済指標

問

件数

前年同月

乗客数(3月)

万円
2,700

10

万円
6,000

万円
66億2,000

奈良市消費者物価指数(2月)

Z二

(国鉄奈良駅・奈良交通)(ノ＼)

ミ急合 対前月比

1.5113.2

422,709

対前年同月比

113.1

496,487

面1

属

-0.1

'

'

'

゛

,

'

'

'

3,964

8 ' 3

食料

乗

12,173

職業紹介状況(3月)
(学卒、パートを除く)

フ.9

109.9

客

住居

1,358

項目

Ⅱ0.9

1四.9

5,335

月間有効求人数

(昭和50年=10の

新規求職者数

110.8

111.1

被服

月間有効求職者数

有効求人倍率

109.5

117.3

雑費

ノ、

120.6

742

2,003
264

1,000
3,764
619

0.53

106.5

(総理府統計局)

件

428
1,122
119
542

2,052
327

314
881

145

458

1,712
292

741

2,076
237
9認

3,87フ
473

0.53

-12 ・・ー

光熱上昇率

区分

新規求ノ、数

金額



返
、
力
少
,
多
分
^
一
迄
"
1
三
・
b
出
"
珍

新
入
社
員
研
修
会
開
く

'
'

谷
専
務
理
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ

れ
三
日
問
に
わ
た
る
新
入
社
員
研
修

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

参
加
者
は
総
数
七
十
九
名
。
研
修

会
は
教
育
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
の
森

本
正
樹
氏
、
西
田
恭
子
氏
瓢
師
に

男
子
コ
ー
ス
、
女
子
署
ー
ス
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
テ
】

マ
で
進
め
ら
れ
た
。

最
終
日
は
、
当
研
修
会
の
ヤ
マ
と

も
一
言
う
べ
き
グ
ル
】
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
「
仕
事
に
生
甲
斐
を
見
い

出
す
に
は
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
実

施
さ
れ
、
活
発
な
村
議
が
な
さ
れ

一
」
0最

後
に
主
催
老
側
を
代
表
し
て
藤

川
市
経
済
部
長
が
「
充
分
健
康
に
留

一

ゞ
み

=
毛

店
店

本
支

ロ
ロ

ロ
ロ

研
修
を
終
え
て

『
私
は
卒
業
後
何
ら
研
修
を
受
け
る

こ
と
な
く
実
務
に
つ
く
こ
と
に
な
り

時
闇
的
に
も
対
人
的
に
も
と
ま
ど
ぅ

ぱ
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
短
期
三

日
間
と
一
言
え
ど
研
修
を
受
け
る
こ
と

に
ょ
り
精
神
的
な
安
堵
を
覚
え
た
の

が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ

ヨ
ソ
の
時
間
は
共
通
の
悩
み
を
話
し

あ
え
る
と
い
う
意
味
で
非
常
に
有
意

.
一
一
、

箔

f
 
゛
゛

,
゛
.
一
三
"
是
キ
三

"
宅
、
」
ー

J
1
 
、

義
で
あ
っ
た
。
で
き
る
な
ら
、
も
う

少
し
時
間
を
さ
い
て
も
ら
え
れ
ぱ
、

も
っ
と
充
実
し
た
と
思
う
。
』

信
組
茂
さ
ん

(
鵠
日
通
工
販
)

亭
る
と
と
も
に
各
職
場
の
エ
キ
ス

ー
ト
に
な
っ
て
頂
き
た
い
」
と
挨

.
、ノ拶

、
小
谷
専
務
理
事
も
「
人
間
は
フ

シ
を
大
切
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

み
な
さ
ん
は
就
職
と
い
う
人
生

、
0

Lの
大
き
な
フ
シ
を
迎
え
ら
れ
た
ワ
ケ

で
こ
の
フ
シ
を
大
切
に
し
各
職
場
に

お
い
て
大
い
に
奪
闘
し
て
、
ら
い
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
を
送

、
゛

'

3

、
0

L

リ

ず

『
二
日
目
に
実
施
さ
れ
た
電
話
の
応

対
、
接
客
の
仕
方
な
ど
の
実
習
は
社

内
に
教
え
て
、
ら
え
な
い
マ
ナ
】
や

常
識
を
示
し
て
、
ら
い
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
、
早
く
職
場
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
、
一
日
も
早
く
一
人
前
の
社

会
人
に
な
り
元
い
と
思
い
ま
す
。
』

永
田
幸
子
さ
ん

(
陶
古
悔
園
)

1
新
入
社
員
を
ど
ぅ
育
て
る
か
ー

1
妖
祭
大
和
勇
三
1

引
き
統
い
て
、
同
研
修
会
の
終
了

証
書
が
男
子
を
代
表
し
て
桑
畑
憲
史

く
ん
(
鵠
墨
運
堂
)
、
女
子
は
丸
山

清
美
さ
ん
(
奈
良
レ
ー
ス
鵠
)
に
小

つ
た
と
も
い
え
る
。

企
業
を
め
ぐ
る
情
贄
環
境
が
愈

々
き
び
し
く
、
五
十
二
年
度
は
、
低

迷
経
済
の
定
着
を
、
確
認
し
な
く
て

は
な
ら
ぬ
時
期
で
あ
る
。
優
雅
な
政

府
の
対
策
頼
み
や
、
理
由
な
き
楽
観

は
、
早
く
断
ち
き
る
べ
き
と
き
だ
と

い
う
こ
と
も
、
今
さ
ら
繰
返
す
こ
と

は
必
要
な
い
が
、
こ
と
し
の
新
入
社

員
の
育
成
に
は
、
あ
る
意
味
で
、
現

今
の
正
し
い
見
方
に
ょ
る
緊
張
感
を

ま
ず
身
に
つ
け
て
貰
う
に
、
し
く
は

な
い
。
ま
ず
、
「
働
く
意
味
」
の
見

直
し
を
考
え
た
い
。

高
度
成
長
の
シ
ッ
。
ホ
が
、
こ
の
減

速
経
済
下
に
太
ん
と
残
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
「
レ
ジ
十
1
時
」
だ
と

か
、
「
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
だ
」
と

い
っ
た
芳
え
方
に
も
み
ぇ
る
。
「
レ

ジ
ャ
ー
呆
け
」
と
「
{
得
」
と
を
こ

れ
で
い
い
わ
け
に
し
て
い
る
よ
う

だ
。

や
っ
ぱ
り
、
勤
労
の
正
し
註
味

を
も
う
一
ぺ
ん
考
え
直
す
時
で
あ
る

と
思
う
。
七
人
に
一
人
の
労
働
者
が

毎
日
、
飛
力
休
み
し
て
い
る
と
い
う

イ
タ
リ
ー
、
い
つ
群
す
る
の
か
不

安
な
郵
便
が
普
通
だ
と
い
う
イ
タ
リ

一
本
の
電
話
の
場
所
移
動
の
依

、
頼
が
ふ
た
月
も
か
か
っ
て
や
っ
と
済

む
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
、
終
業
時
問
、

一
秒
過
ぎ
て
も
。
ハ
ン
を
売
ら
な
い
商

店
員
の
多
い
イ
ギ
リ
ス
。
働
く
人
た

ち
が
、
権
利
意
識
の
肥
大
病
に
船
ち

口
新
し
い
緊
張
心
を
も
た
す
時
期
口

「
家
貧
う
し
て
孝
子
出
づ
し
と
は

古
い
諺
だ
が
、
家
庭
事
情
に
、
子
弟

を
適
度
に
緊
張
さ
せ
る
危
機
感
が
あ

る
場
合
に
は
、
却
っ
て
子
弟
が
い
い

子
に
育
つ
と
い
う
条
件
が
あ
る
と
い

う
わ
け
だ
。
裕
福
な
財
産
家
に
生
れ

る
と
、
概
し
て
子
弟
に
は
、
こ
の
種

の
快
い
緊
張
が
な
い
。
し
よ
っ
ち
ゅ

う
「
父
さ
ん
ゴ
ル
フ
で
マ
マ
温
泉
」

と
な
れ
ぱ
、
こ
ど
、
も
負
け
ず
に
弛

う
育
て
る

.
郁
毛

三

C

て
い
る
国
々
ほ
ど
、
ダ
メ
に
な
り
か

か
っ
て
い
る
。
遂
に
、
ス
ィ
ス
み
た

い
な
繁
栄
の
国
は
、
こ
の
程
週
労
働

四
十
四
時
間
な
い
し
五
十
時
間
制
を

四
十
時
問
に
短
く
す
る
案
を
国
民
投

票
に
は
か
っ
た
ら
、
七
八
%
反
対
で

否
決
し
た
と
い
う
。
物
価
上
昇
僅
か

一
%
、
失
業
率
0
・
五
%
の
繁
栄
は

や
っ
.
は
り
真
面
目
に
能
率
よ
く
働
く

こ
と
に
つ
き
る
。

口
い
つ
も
「
知
恵
」
を
働
か
す
姿
勢

を
口つ

い
で
は
、
よ
く
働
く
と
い
う
内

容
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
れ
か

ら
の
企
業
は
、
個
性
(
他
の
誰
に
も

代
置
さ
れ
な
い
特
別
に
価
値
あ
る
性

能
の
こ
と
)
的
商
品
、
個
性
的
サ
ー

ビ
ス
を
生
産
提
供
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
慣
性
、
惰
性
で
働
く
の
で
は
な

く
、
特
異
の
知
恵
を
こ
め
て
働
い
て

貰
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
古
い
,
猛

烈
社
員
'
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

、L

つ
も
頭
を
使
う
、
知
的
性
能
を
み
が

き
ぬ
く
社
員
群
を
も
た
ね
ぱ
な
ら
な

新
入
社
員
は
こ
の
線
に
添
っ
て

0

いい
つ
も
考
え
る
若
者
た
ち
に
な
0
て

貰
う
こ
と
で
あ
る
。
当
り
前
の
商
品

サ
ー
ビ
ス
を
、
工
夫
も
知
恵
も
擬
ら

さ
ず
当
り
前
の
従
来
通
り
の
惰
性
的

売
り
方
で
売
っ
て
い
れ
ぱ
、
な
ん
と

か
な
っ
た
時
代
は
消
え
ち
ゃ
つ
た
の

で
あ
る
。

口
い
つ
も
「
心
」
を
働
か
す
教
育
を
口

統
い
て
必
要
な
の
が
、
新
入
社
員

.十言
畠
一
口

設

設

.

谷
Y
桝

緩
し
ち
ゃ
つ
て
も
無
理
で
は
な
い
。

経
済
大
国
を
讓
歌
し
た
高
度
成
長

下
で
は
、
若
い
層
に
危
機
感
な
ど
な

く
、
そ
の
結
果
,
シ
ラ
ケ
世
代
'
な

ど
と
い
う
緊
張
感
の
喪
失
現
象
、
現

わ
れ
た
。
無
感
動
、
無
関
心
、
無
好

寄
心
、
そ
れ
で
い
て
、
「
な
ん
と
か

な
っ
て
い
く
さ
」
と
い
う
弛
緩
の
時

期
が
続
い
た
。
恍
惚
現
象
は
む
し
ろ

老
人
の
場
合
は
個
人
の
問
題
だ
が
、

若
者
に
は
、
集
団
的
恍
惚
現
象
が
あ

親
切
社
員
つ
く
り
を
、
新
入
社
員

の
育
成
の
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
た

]
三
宅
1
]
1
亘
!
ー

一
一

全
部
、
人
間
と
し
て
の
士
台
の
出
来

を
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
低
迷
経

済
下
の
大
衆
の
動
向
で
、
特
別
に
目

立
つ
の
は
、
選
択
が
き
び
し
く
な
っ

た
こ
と
だ
。
そ
の
選
択
の
目
は
商
品

サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
か
、
商
品
と
基
本

サ
ー
ビ
ス
を
と
り
ま
く
、
付
加
的
サ

ビ
ス
(
人
間
的
ア
プ
ロ
ー
チ
)
の

よ
し
あ
し
に
ま
で
、
鋭
く
反
応
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
時
期
に
は
、
社
員
全
部

か
、
外
に
は
懇
切
、
丁
寧
、
親
切
、

゛
、
、

行
き
届
い
た
心
使
い
の
で
き
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
新
入
社
員
に
も
、

こ
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
礼
儀
も

ち
ゃ
ん
と
し
て
い
て
、
し
か
も
、
 
A
ム

社
と
接
触
す
る
外
部
の
人
々
に
徹
底

し
た
行
き
届
い
た
心
づ
か
い
、
こ
と

ぱ
づ
か
い
が
出
来
、
態
度
表
現
文

書
表
現
も
、
ビ
立
派
と
い
え
る
よ
う

な
接
し
方
を
し
て
貰
わ
ね
ぱ
な
ら
な

妻

ー
ー

2

一

、
0

し

ξイ
4

あ
り
心
あ
る
社
員
づ
く
り
が
必
要
だ

か
ら
で
あ
る
。

口
人
問
教
育
が
併
行
L
て
必
要
で
あ

る
口こ

れ
ま
で
の
社
員
教
育
の
主
柱
は

職
業
能
力
の
み
が
き
上
げ
に
あ
っ

た
。
専
門
的
実
務
的
能
力
に
重
点
を

お
い
た
教
え
方
は
む
ろ
ん
必
要
で
あ

る
。
プ
ロ
ビ
、
シ
ネ
ス
マ
ソ
に
な
っ
て

、
ら
う
こ
と
は
、
武
士
が
武
士
た
る

た
め
に
十
八
般
に
わ
た
る
専
門
的
武

技
を
徹
底
し
て
鍛
練
し
た
よ
う
な
も

の
だ
。
社
員
た
る
こ
と
は
プ
ロ
に
な

る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
当
然
な
の
で

あ
る
。しか

し
、
こ
れ
に
も
う
一
つ
、
つ

け
加
え
て
、
人
間
的
能
力
の
み
が
き

上
げ
を
こ
と
し
か
ら
は
、
新
入
社
員

教
育
に
も
実
施
し
た
い
。
プ
ロ
の
卵

た
る
教
育
に
あ
わ
せ
て
で
あ
る
。

こ
の
人
間
的
能
力
と
は
、
生
活
と

精
神
を
豊
か
に
す
る
能
力
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
自
分
の
生
活
と
精
神
ぱ
か

り
で
は
な
く
、
他
人
の
そ
れ
を
も
豊

か
に
し
た
い
と
考
え
る
能
力
で
あ

る
。
こ
れ
で
「
い
い
人
問
(
ひ
と
)
」

と
い
わ
れ
る
士
台
が
養
わ
れ
る
。
幅

広
い
教
養
安
定
し
帯
操
、
他
人

(
ひ
と
)
の
痛
み
も
わ
か
る
性
格
、

バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
も
の
の
考
え
方
な

ど
は
、
こ
の
側
面
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
厚
く
し
た
い
。
舌
ノ
ミ
ッ
ク

フ
ニ
マ
ル
な
ど
と
批
判
さ
れ
た
の
は

こ
の
側
面
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ

り
、
吸
収
力
の
高
い
若
い
頭
か
ら
プ

口
た
る
し
つ
け
と
人
間
の
し
つ
け
と

の
二
刀
流
を
そ
な
え
て
も
ら
う
よ
う

に
し
た
い
。

さ
る
中
堅
企
業
の
社
長
が
、
こ
れ

か
ら
働
く
と
い
う
字
を
変
え
て
、
倍

(
ニ
ソ
ベ
ン
に
考
え
る
)
と
書
き
た

い
と
い
っ
て
い
た
。
知
恵
と
独
創
力

を
重
視
し
念
見
で
あ
る
。
僕
も
賛

成
だ
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
そ
の
倍

の
字
の
下
に
心
を
つ
け
て
、
「
焦
」

と
い
う
字
を
使
っ
て
、
こ
れ
を
働
く

と
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
知

行
,萬寸木
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第
四
十
五
回

日
商
会
員
総
会
ひ
ら
く

日
本
商
工
会
議
所
は
三
月
十
七
日

午
前
九
時
半
か
ら
東
京
丸
の
内
の
東

商
ビ
ル
で
第
四
十
五
回
会
員
総
会
を

開
催
し
た
。
総
会
は
、
福
田
首
相

田
中
通
産
相
は
じ
め
政
府
、
国
会
、

政
党
な
ど
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
、
全

国
各
都
市
の
商
工
会
議
所
会
頭
ら
約

四
百
五
十
名
が
出
席
し
た
。
ま
ず
、

永
野
会
頭
が
所
契
明
を
行
い
「
景

気
の
失
醍
長
期
化
す
る
に
つ
れ
て

経
営
者
の
多
く
は
自
信
を
失
い
、
景

気
は
む
し
ろ
悪
化
し
つ
つ
ぁ
る
と
の

墨
3
ら
抱
き
は
じ
め
て
い
る
し
と
指

摘
、
こ
の
局
面
を
打
開
す
る
た
め
に

は
「
公
共
棄
、
所
得
税
減
税
、
公

定
歩
合
引
き
下
げ
を
、
バ
ラ
ソ
ス
を

ぢ
ぇ
て
タ
イ
、
、
シ
グ
よ
く
実
施
ナ
ベ

き
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
会
頭
は

さ
ら
に
日
本
経
済
が
当
面
す
る
課
題

と
し
て
①
産
業
構
造
の
高
度
化
②
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
③
企
業
の
活

力
を
引
き
だ
す
こ
と
④
国
・
地
方
公

共
団
体
の
行
政
の
効
率
化
⑤
大
傘

と
中
小
企
業
、
企
業
活
動
と
地
域
社

房
長
官
、
森
経
済
企
画
庁
政
務
汰
官
、

国
会
代
表
と
し
て
保
利
衆
議
院
長
、

加
藤
参
議
院
商
工
委
員
長
、
政
党
代

表
と
し
て
大
平
自
民
党
幹
事
長
、
橋

口
自
民
党
商
工
部
長
、
鴨
田
自
民
党

中
小
企
業
基
木
政
策
調
査
会
長
、
多

賀
谷
社
会
党
政
策
審
零
長
、
阿
部

公
明
党
代
表
、
小
平
民
社
党
副
委
員

長
、
河
野
新
自
由
ク
ラ
ブ
代
表
ら
が

出
席
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
に
?
つ
い
て
議
事

に
入
り
、
主
,
任
期
(
二
年
)
満
了

に
ょ
る
新
役
員
選
出
を
行
い
、
会
頭

に
永
野
重
雄
現
会
頭
を
互
選
す
る
と

と
も
に
、
副
会
頭
全
員
を
再
選
さ

ら
に
特
別
顧
問
に
原
純
夫
氏
、
監
事

に
秋
田
・
松
本
会
頭
、
川
崎
・
望
月

会
頭
、
宇
部
・
中
安
会
頭
を
そ
れ
ぞ

当
面
の
経
済
運
営
等
に
関
す
る
決
議

て
倒
産
、
失
業
は
高
水
準
に
推
移
し
て
お
り
、
景
気
の
現
状
は
予
断

を
許
さ
な
い
。
暫
定
予
甚
~
よ
る
亜
影
響
を
最
小
ノ
限
に
と
ど
め
、

り
野
党
一
致
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
の
早
期
成
立
に
全
力

を
傾
け
、
国
民
の
景
気
回
復
へ
の
負
託
に
応
え
ら
れ
た
い
。

ニ
、
長
期
に
わ
た
る
不
況
と
産
業
讐
の
変
化
に
ょ
り
、
劣
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
産
業
、
き
繊
雜
産
業
に
対
し
て
は
、
需
給
改
善

の
た
め
の
強
力
な
行
政
措
置
、
倒
産
防
止
の
た
め
の
緊
急
融
資
措

置
を
と
ら
れ
た
い
。

三
、
二
百
カ
イ
リ
漁
業
専
管
水
域
の
問
題
は
、
国
民
食
生
活
と
水
産
関

連
業
界
に
重
大
な
髭
山
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

当
面
す
る
日
ソ
漁
業
交
渉
に
お
い
て
は
、
国
民
の
全
面
的
な
支

援
の
下
、
強
力
な
外
交
交
渉
を
展
開
さ
れ
た
い
。

四
、
国
、
地
方
公
共
団
体
は
、
行
財
政
を
根
本
的
に
見
直
し
、
思
い
切

つ
た
行
政
機
構
の
改
英
経
費
の
節
減
を
断
行
さ
れ
九
い
。

b
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
、
一
致
団
結
し
て
、
こ
の
厳
L
い
環

1一一
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(
慮
を
得
て
各
般
に
亘
る
問
題
が
ス

ム
ー
ス
に
進
捗
し
、
一
日
も
早
く

団
地
建
設
が
行
わ
れ
る
よ
う
今
後

一
層
の
御
授
助
と
御
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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撃

れ
再
選
し
た
。
?
つ
い
て
昭
和
五
十

二
年
度
璽
詰
、
同
収
支
予
算
、

会
費
徴
収
方
法
な
ど
を
決
め
た
。

午
後
に
入
り
、
日
商
第
四
十
五
回

表
彰
を
挙
行
。
つ
づ
い
て
「
繊
染

況
緊
急
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
」

「
経
済
水
域
二
百
カ
イ
リ
対
策
特
別

委
員
会
(
仮
称
)
の
設
置
に
関
す
る

要
望
」
を
採
沢
ま
た
「
北
陸
新
幹

線
の
早
期
着
工
に
関
す
る
要
望
」
は

北
海
道
東
北
、
上
越
の
各
新
幹
線

と
の
関
連
も
あ
り
、
日
商
・
交
通
運

輸
委
員
会
に
付
議
し
て
検
討
、
審
議

し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。
妓
後
に

本
総
会
の
決
議
と
し
て
「
当
面
の
経

済
運
営
等
に
関
す
る
染
,
一
(
別
項
)

瓢
場
一
致
で
可
決
し
た
。

、
'

゛
'
一

間

單

十
、

「
、

,
」
毛
,
!
ー
,
.
叱
:
.
'
」
:
!
'

/
4
 
,
"
,
.
喜
二
,
、
一
即

"
 
4
1
の
捜
と
y
 
;

金
昏
凄
1
、
,

会
等
の
調
和
へ
の
配
憲
を

あ
げ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た

福
田
首
相
は
「
昭
和
五
十

二
年
織
済
の
年
で
あ

る
。
丹
小
気
の
停
滞
が
長
つ

づ
き
す
れ
ば
、
活
力
が
失

わ
れ
る
。
こ
の
停
滞
状
態

の
打
開
が
最
大
の
課
題
で

あ
る
」
と
需
。
金
融
政

策
も
配
点
し
て
、
五
十
二

年
度
墜
ハ
・
七
%
の
成
長

を
達
成
し
た
い
と
述
べ

元
。
来
賓
は
、
政
府
代
表

と
し
て
福
田
首
相
、
田
中

通
産
相
の
泳
か
に
園
田
官

、
、

,
、
毛
互

ψ
'
.
毛

X

ユ
匡

一

手

毛

勢
'
,
妾

、
.
'
'
 
4

愚
'

◆
J
与
,
、
一

4
 
ι

1

'
キ

工
气
.

野
,
、

七

露
舮
轟
1
志
て
、

饗
1
-

都
市
計
画
に
関
し
て
要
望

地
域
産
業
開
発
委
員
会

当
所
で
は
、
先
般
開
催
の
創
立
三

十
周
年
記
念
会
員
大
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
こ
の
ほ
ど
県
と
市
あ
て
に

要
望
し
た
。

当
日
は
、
小
葡
会
頭
、
桝
谷
地

域
璽
開
発
委
員
会
委
員
長
ら
同
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
十
名
が
県
と
市
の

二
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
説

明
の
う
え
要
望
書
を
手
渡
し
た
。
要

望
酢
項
は
次
の
通
り
。

一
、
都
市
計
画
道
路
杉
ケ
町
1
高
畑

線
の
早
期
開
通
に
つ
い
て

木
路
線
の
閉
通
は
産
業
の
振
興

と
地
域
発
展
の
た
め
重
要
な
意
義

が
あ
り
、
ま
た
市
民
の
ひ
と
し
く

待
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で

伺
線
の
早
期
完
成
を
は
か
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
t
。

ニ
、
国
鉄
奈
良
駅
地
下
移
設
と
そ
れ

に
伴
う
近
代
化
並
び
に
そ
の
周

辺
整
備
に
つ
い
て

国
鉄
奈
良
駅
周
辺
地
域
は
関
西

線
々
路
に
ょ
る
東
西
両
地
域
の
分

断
、
線
路
と
道
路
と
の
平
面
宝

等
の
噂
芭
よ
り
、
地
域
開
発
が

茗
し
く
遅
れ
て
い
る
九
め
、
現
在

の
国
鉄
奈
良
駅
を
地
下
移
設
し
て

附
近
道
路
と
の
立
体
交
差
を
図
り

三
ル
)
一

J
/

一

主
゛

一
境
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
活
力
を
盛
り
上
け
つ
っ
、
豊
一

一
か
で
い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
の
建
設
に
一
層
力
を
尽
そ
う
。
一

中
山
木
選

山

手
す
さ
び
倫
を
飾
り
て
桃
一
枝

奥
嵯
峨
や
雛
の
灯
洩
れ
に
細
雪

亡
き
夫
の
刻
み
し
雛
を
飾
り
け
り

行
楽
の
人
去
り
静
か
花
あ
し
び

漁
火
の
波
間
に
ゆ
れ
て
月
お
ぼ
ろ

宿
坊
に
住
み
古
る
画
家
や
悔
咲
け
る

面
伏
せ
に
衿
の
ゆ
る
み
し
古
代
雛

う
つ
伏
し
て
何
を
蓋
ら
ふ
花
馬
酔
木

花
あ
し
び
夜
目
に
も
白
く
つ
＼
ま
し
く

面
伏
せ
て
厩
の
か
た
み
縊
ゆ
か
し

春
寒
や
空
也
遺
跡
の
破
れ
門

雛
ま
つ
る
童
女
の
顔
羅
に
似
て

母
子
鹿
馬
酢
木
若
芽
を
そ
れ
て
行
く

こ
れ
と
伺
時
に
駅
舎
を
改
造
し
て

近
代
的
な
も
の
と
す
る
ほ
か
併
せ

て
そ
の
周
辺
の
都
市
開
発
と
整
備

を
行
い
、
国
際
文
化
観
光
都
市
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
将
来
を
展

望
し
た
基
本
袋
を
策
定
の
上
強

力
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま

す
。

三
、
学
園
前
駅
を
中
心
と
す
る
西
奈

良
地
区
整
備
計
画
の
推
進
に
つ

い
て

住
宅
開
発
の
進
展
に
伴
し
近
鉄

学
園
前
駅
及
び
西
大
寺
駅
を
中
心

と
す
る
西
奈
良
地
区
は
逐
年
人
口

増
加
を
み
る
と
と
も
に
交
通
量
も

増
大
し
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ぱ
将

来
交
通
纏
機
能
は
麻
捧
t
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
駅
舎
、
道
路
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
及
び
周
辺
商
店
街
等
の

総
合
的
な
整
備
計
画
を
樹
立
さ
れ

こ
れ
の
促
進
を
図
ら
れ
る
よ
う
治

願
い
し
た
い
。

四
奈
良
総
合
卸
商
業
団
地
の
早
期

実
現
に
つ
い
て

奈
良
総
合
卸
商
業
団
地
計
画
は

現
在
奈
良
零
卸
商
業
団
地
鴛

推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
県
下
一

円
を
包
含
し
て
強
力
に
推
進
し
て

ト
〒

お
り
、
県
御
当
局
に
お
か
れ
て
も

温
い
御
指
導
、
御
援
助
を
戴
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
の
建
設
は
到
底
独
自
の
力
で
は

実
現
困
難
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
上
も
県
御
当
局
の
御
配

冨
奈
T
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奈
T
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制
度
の
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小
規
模
企
美
済
謬
と
は
、
小

規
模
企
業
の
聖
主
の
退
職
金
制
度

で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
御
存
知
の

こ
と
と
思
い
立
す
。
小
規
模
企
業
名

が
廃
菜
、
退
職
等
の
時
に
、
小
規
模

企
群
の
拠
出
に
ょ
る
共
済
制
度
と

し
て
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
て
村
り
、
現
在
、
加
入

者
数
約
五
十
二
万
、
掛
金
等
に
ょ
る

運
用
資
産
は
、
一
千
億
円
に
も
達
し

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
、
絶
え
ず
「
活
」
を

入
れ
、
制
度
に
魅
力
を
も
た
せ
る
必

要
か
、
法
律
(
小
規
模
企
業
共
済

法
第
五
十
八
条
)

「
少
な
く
と

、

こ

も
五
年
毎
に
制
度
の
見
直
し
」
を
す

る
こ
と
に
な
0
て
船
り
、
過
去
数
度

の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

前
回
(
四
十
七
年
)
の
改
正
か
ら

本
年
は
、
ち
ょ
う
ど
五
年
目
と
な
り

ま
す
の
で
、
昨
年
か
ら
、
中
小
企
業

政
策
審
議
会
で
、
審
議
を
行
い
、
八

月
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
答

申
に
基
づ
き
、
行
政
レ
ベ
ル
の
謬

を
へ
て
、
今
第
八
十
回
通
常
国
会
へ

改
正
法
律
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
法
律
が
、
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

三
ヲ
と
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

額
を
変
更
し
な
い
で
、
よ
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
改
正
に
伴
い
、
掛
金
限

」
度
の
引
上
げ
に
あ
わ
せ
て
、
第
一

種
共
済
掛
金
の
所
得
税
及
び
住
民

税
器
上
の
所
得
控
除
の
上
限
が

年
額
十
二
万
円
か
ら
同
三
十
六
万

円
ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

加
入
者
に
と
っ
て
、
一
段
と
魅
力

が
増
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
、
改
正
の
第
二
点
は
、
老
齢
給
付

要
件
9
穫
和
で
す
。
現
行
で
は
、

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
掛
金

納
付
月
数
が
二
百
四
十
ケ
月
以
上

の
共
済
契
約
者
で
あ
る
場
合
、
そ

の
請
求
に
ょ
り
共
済
金
を
支
給
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
加
入
時
の
平
均
年
齢
が
、
法

備
定
時
の
見
込
み
ょ
り
、
実
態

的
に
は
六
歳
程
度
高
か
っ
た
た
め

二
十
年
以
上
の
加
入
者
が
六
十
五

歳
に
達
し
九
時
点
で
の
有
資
格
者

は
約
五
0
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
、
六
十
五
歳
以
上

で
、
百
八
十
ケ
月
以
上
の
掛
金
納

付
月
数
が
あ
る
も
の
に
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
ょ
り
全

【
法
改
正
点
と
そ
の
内
容
】

一
、
共
済
掛
金
の
月
額
最
高
限
度
が

現
行
の
一
万
円
か
ら
、
三
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
掛
金
月
額
の
最

低
限
度
も
五
百
円
か
ら
千
円
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は
、
掛

金
口
数
と
い
う
概
今
y
乞
取
り
さ
り

加
入
の
単
位
と
し
て
は
、
千
円
以

上
五
百
円
の
整
数
倍
と
し
て
お
り

ま
す
。な

お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
改

正
法
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
最

低
月
額
五
百
円
の
契
約
者
に
つ
い

て
は
、
改
正
法
施
行
後
、
そ
の

'
、

体
の
七
0
%
程
度
が
、
六
十
五
歳

に
達
し
た
時
点
で
、
備
給
付
を

受
給
で
き
る
資
格
が
持
て
る
も
の

と
み
て
い
三
、

<
共
済
金
の
改
正
比
較
>

門
肯
上
限
で
1
金
納
付
ブ
百
四
1

ケ
月
(
二
十
年
)
の
場
介

(
卿
4
会
照
)

以
上
が
、
今
回
の
改
正
の
主
要
な

点
で
す
が
、
改
正
法
の
施
行
に
つ
い

て
は
、
「
交
付
の
日
よ
り
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

応
、

六
月
早
々
に

、
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
肝
指
し
て
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
t
。

な
船
、
こ
の
改
正
法
の
お
問
合
せ

に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
小
規
模

企
業
部
小
規
模
企
業
政
策
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
命
屯
話
0
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五
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「
メ
ー
カ
ー
は
、
の
を
造
る
だ
け

に
専
念
す
れ
ぱ
よ
い
一
と
い
う
の
は

昔
の
こ
と
で
す
。
い
ま
や
、
メ
ー
カ

ー
も
、
阪
一
業
者
も
、
売
る
こ
と
に

大
き
な
力
を
そ
そ
が
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
、
販
売
管
理
の
重
要
さ
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
販
売
管
理
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
一
般
に
問
題
に
な

つ
て
い
る
か
、
ま
た
、
宙
薊
に
検
討

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
よ
く
知
っ

た
う
え
で
、
自
社
の
進
む
べ
き
道
を

確
立
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
い

え
ま
す
。
最
近
、
刀
根
武
晴
氏
(
明

大
教
授
)
が
聖
し
、
ま
と
め
た

「
販
巍
民
理
に
関
す
る
諸
問
題
」
の

要
点
を
ピ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
て
み
ま
す

か
ら
、
参
ぢ
に
し
て
み
て
く
だ
さ

そ
れ
は
、
①
実
噐
査
か
ら
み

0

、Lた
販
売
活
動
の
諸
問
題
、
②
販
売
問

題
の
原
因
③
販
売
活
動
の
基
本
的

見
直
し
、
④
版
売
活
動
の
新
規
点
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
活
動
か
ら
み
た
販
売
活
動
の

諸
問
題
1
①
効
率
的
な
販
売
体
制
の

欠
如
(
販
売
先
き
管
理
不
十
分
、
適

一

生

C

.

七
、
二
0
0
、
 
0
0
0

販
売
管
理
を
見
直
す

J

j
'

済
金
(
廃
業
等
)

上
、
」
ノ

,
、

1一

剣
1
"

五
、
六
二
四
六
0
0
 
-

Y

禽

一
六
、
八
七
三
、
八
0
0

.

正
な
販
売
ル
】
ト
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
、
流
通
機
構
の
認
梦
活
用
の

不
足
、
原
因
究
明
を
欠
く
セ
ー
ル
ス

効
率
の
低
下
な
ど
、
②
販
売
員
管
理

シ
ス
テ
ム
の
未
確
立
(
努
員
の
基

本
的
職
務
が
不
明
碇
販
売
員
の
行

動
基
準
が
不
明
確
な
ど
)
、
③
販
売

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
未
確
立
(
販

売
関
連
情
報
の
不
備
、
熊
の
活
用

が
ま
ず
い
な
ど
)
、
④
方
針
不
在
の

器
活
動
(
経
営
方
針
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
、
経
営
者
に
戦
略
方
針
が

欠
け
て
い
る
な
ど
)
、
⑤
ア
フ
タ
ー

サ
】
ビ
ス
と
ク
レ
ー
ム
処
理
体
制
の

米
確
立
全
冗
り
つ
.
は
な
し
に
ょ
る
ア

プ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
、
消
費
者

へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
悪
さ
な

ど
)
、
⑥
顧
客
軽
視
の
販
売
活
動

(
顧
客
二
ー
ズ
把
握
の
欠
如
、
顧
客

と
の
信
頼
関
係
の
不
足
、
対
顧
客
「
一

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
欠
如
な
ど
)

⑦
販
売
投
資
効
率
と
利
益
の
悪
化

(
市
場
環
境
低
下
に
ょ
る
収
益
の
低

下
、
器
予
算
が
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
な
い
な
ど
)
、
⑧
販
売
員
の
モ

ラ
ル
と
仕
出
に
対
す
る
脊
纖
が
低
L

(
内
己
管
理
の
不
徹
底
、
忠
誠
心
不

]

一

足
に
ょ
る
定
着
性
の
低
下
な
ど
)
、

⑨
販
売
部
門
内
外
相
π
の
関
連
不
明

確
(
販
売
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
、

部
門
問
の
意
不
徹
底
な
ど
)
0

販
売
問
題
の
原
因
1
消
費
者
動
向

の
把
握
不
足
販
売
情
報
管
理
の
不

流
通
各
層
の
把
握
不
足
、
多
様

備
、化

に
ょ
る
販
売
活
動
の
混
乱
、
販
売

企
画
の
士
壌
不
備
、
販
売
体
制
の
未

確
立
、
販
売
組
織
内
外
の
連
け
い
連

動
欠
如
、
販
売
員
教
育
の
無
計
画
、

販
売
方
法
の
基
本
未
確
立
、
社
会
的

制
約
の
圧
迫
な
ど
。

販
売
活
動
の
基
本
的
見
直
L
1
販

売
情
報
シ
ス
テ
ム
の
未
構
築
(
保
証

上
、
汁
ノ

金
(
老
棚
等
)

四
三
三
八
、
二
0
0

一
三
、
 
0
-
四
六
0
0

6

t

〒

一
'

(
体
制
不
明
確
、
未
整
備
、
信
頼
性
ア

ツ
プ
の
販
売
活
動
不
十
分
、
サ
】
ビ

ス
、
 
P
R
の
不
足
な
ど
)
0

販
売
競
争
の
新
視
点
・
社
会
的
思

創
の
動
向
と
駆
光
杏
謡
期
待
価
値

体
系
の
変
化
と
販
売
活
動
、
販
売
理

念
の
変
質
と
企
業
行
動
、
市
場
構
造

の
変
化
と
販
光
競
争
な
ど
。

以
ヒ
、
刀
根
教
授
の
調
査
な
ど
の

ま
と
め
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
、

に
、
関
係
業
者
が
こ
れ
ら
を
大
い
に

活
用
、
参
老
に
し
、
立
派
な
販
売
管

理
を
行
う
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

'

,
,
'
゛
'
'
'
'
'
゛
'
゛
゛
゛
'
'
゛
゛
;
'
'
.
'
'
'
゛
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'
゛
'
'
'
'
'
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'
'
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゛
'
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'
゛
'
゛
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'
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゛
'
゛
'
'
'
゛
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
゛
゛
'
'
'
'
J

本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

、、

を
受
け
て
経
営
改
善
L
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

、

お
考
え
の
方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、

、、、

商
工
会
議
所
会
頭
の
推
薦
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無

、

担
保
・
無
保
証
人
で
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
瓢

、、

は
当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
船
問
い
合
せ
く
だ
さ

、、、

0

、、、、、、

、

し◎
貸
付
対
象
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
革
は
二
人
以
下
、

讐
業
そ
の
他
で
は
五
人
以
下
の
小

企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

、

◎
資
金
使
途
需
資
金
・
運
転
資
金

、

◎
貸
付
限
度
額
二
五
0
万
円
以
内
(
器
資
金
は

一
五
0
万
円
以
内
)

◎
利
率
年
七
・
号

、

◎
返
済
期
限
倫
資
金
三
年
六
力
月
以
内
(
六
力

月
据
置
)
、
運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証

も
い
り
ま
せ
ん
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

魚

、

r
゛
゛
゛
'
'
'
'
'
゛
'
゛
'
'
゛
゛
'
'
゛
'
'
'
'
゛
'
'
'
゛
゛
゛
'
゛
゛
゛
゛
゛
゛
'
゛
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'
'
'
'
゛
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'
'
゛
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゛
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'
゛
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゛
゛
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゛
゛
.
゛
'
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'
.
、

=
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゛
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、
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、
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、

.

ι

、

、、

餓

7

,
4
 
1
 
亀

一
,
葬

く
4
,
轟
"
試
ノ

入
,
.
発

膨
寺
・
ゞ

艶
暫
武
才

靈、一.
一

羨
一
々

、
、
、
上
^
ゞ
ゞ
ノ
ゞ
ν
ぐ
干
イ
、
ミ

J
゛

"

ノ

一

二

、

電
電
電

と
゛

.

゛

ト

モ
'
、

ゞ

゛

第104号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和52年5月]0日(毎月1回]0日発行)

ますます充実.ノマル経資金融資
小企業にもっとも有利な融資

第104号(第三種郵便物認而D

良心的な価格・正札販売の店
暮しに奉仕

^美,Ξ1ぞ,'・・
西大寺店
郡山店
生駒店

奈良市二条Wn丁目1-9
六和郡山市異後ノ庄町
生駒市谷田町1250

奈良会議所ニュース

0742
07435
07437

イ彭
製''

(33) 7671
( 6 ) 2731
( 4 ) 2181

^

ーザ
Y'1,,
、0'ー

1子.苛ぢ泌'三黙'み陛三r撲

^

§一
^

T^ー

掛

^
生ヨ̂

』、'..;ご,1ずモ、ー

昭和52年5月]0日(毎月1回]0日発行)

...'゛

ご婚礼家具
ドレッサー

書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用^j亘:
座敷机

営業 にJ
ロロ

ご婚礼組夜具
応接セット

カーテン

事務用家具
ノレームアクセサリー
タンス

』一上一

0

済

>4/,;ニ、々、●"十Vゞ.,'、>",、,ι゛(異子」4/,ン.迄43元幌太qゞ.ー,ム' X'ーヘ,広一Y
人 Jナ゛"゛J 、^」J

美』';',Lks' 1-4J ゛、
' P*"・好、、.シ、典、七.、、'ノ^ 、/,ー、,ノノハ,j、、、ご, U',゛三'"',1之イ,づ,イノ"
.,・.鄭み"^会ゾ、ゞ琴/ゾ'

"J'写 f "'、^ノg ψ、Jづ、、
/ 1 、子'Y',

"~一寺ゞ""
ニ、、ー.'、くノリ゛1太芋三、ψンルー"*ンーイ峡→・1<、ーゞ/い'

'・,3"シ》.
',1.' N 、*
ー゛ず、、ハ、,

丈, X 二W、,、゛予ψ、ー' N*'ー'コ翫、ノ●゛'ぐ'り,4"、ー"'

',._.熱

.,

玉"'1

^ノ、、'ツド



昭
和
認
年
度

設
備
近
代
化
貸
付
要
項
決
ま
る

申
込
み
は
今
月
末
ま
で

県
商
工
為
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど

昭
和
五
十
二
年
度
の
諾
近
代
化
資

金
の
貸
付
要
項
を
次
の
よ
う
に
発
表

し
六

▽
貸
付
対
象
企
業

県
内
に
お
い
て
引
き
続
き
一
年
以

上
現
在
皐
業
を
営
み
、
か
つ
国

が
指
定
し
条
種
に
属
す
る
中
小

企
業
者

▽
貸
付
対
象
設
備

指
定
設
鱗
あ
0
て
性
能
が
優
秀

新
品
で
あ
り
昭
和
五
十
二
年
度
に

お
い
て
発
注
し
、
か
つ
設
置
完
了

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▽
貸
付
条
件

①
貸
付
率

対
象
希
購
入
費
の
H
以
内

②
貸
付
金
限
度

二
十
万
円
以
上
八
百
万
円
以
下

③
貸
付
金
の
利
率

無
利
子

④
貸
付
期
間

据
置
期
間
を
含
み
五
年
以
内

(
公
害
設
備
は
ト
ニ
年
以
内
)

⑤
返
済
方
法

一
年
据
置
四
年
均
等
年
賦
償
還

マ
提
出
締
切

昭
和
五
十
二
年
五
月
三
十
一
日

申
込
手
絖
き
そ
の
他
詳
細
は
当
所

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
船
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
 
T
E
L
⑳
六
三
三
如

り
)

▽
償
還
と
金
利

一
年
据
置
後
三
年
以
内
無
利
子

マ
提
出
書
類

貸
付
申
請
占
一
部

店
舗
の
改
造
諾
書

(
設
計
図
見
積
書
)
一
部

過
去
二
年
間
の
決
算
書
又
は
所
得

税
青
色
申
告
決
算
書
一
部

▽
提
出
締
切

昭
和
五
十
二
年
五
月
三
十
一
日

本
件
に
つ
い
て
の
船
問
い
合
せ
は

県
商
工
労
働
部
金
融
課
(
⑳
三
0

一
)
ま
た
は
当
所
中
小
璽
相
談
所

(
⑳
六
ニ
ニ
ニ
)
ま
で
。

年
度
の
小
売
商
業
高
度
化
資
金
の
貸

付
を
次
の
要
項
で
実
施
し
て
い
る
。

▽
貸
付
資
格

県
内
で
小
売
琴
一
年
以
上
営
む

中
小
小
売
業
者
(
飲
食
店
等
は
除

く
)
で
、
昭
和
五
十
二
年
度
(
五

十
二
年
四
月
一
日
1
五
十
三
年
三

月
三
十
一
旦
に
店
舗
な
ら
び
に

設
備
の
近
代
化
を
完
了
t
る
も
の

マ
貸
付
対
象
と
貸
付
額

店
舗
改
造
及
び
連
鎖
化
に
ょ
る
店

舗
の
新
設
等
必
要
と
認
め
ら
れ
る

資
金
の
%
以
内
で
最
高
限
度
三
0

0
万
円
(
売
場
面
積
等
の
制
限
あ

雌
毛
=
-
T
三
三
三
一
＼
妻
妻
三
＼
三
ヨ
垂
丈
毛
委
三
＼
一
三
三
婁
＼
妻
妄
三
＼
一
妻
三
三
＼
三
妻
三
T
三
三
毛
八

野
村
現
会
長
を
再
選

婦
人
会
総
会
開
く

、
三
=
＼
三
毛
三
会
妻
茎
一
＼
茎
毛
一
?

前
年
度
の
璽
報
告
、
収
支
決
算

の
承
認
及
び
新
年
度
事
業
計
画
等
を

審
議
す
る
当
所
婦
人
会
総
会
は
四
月

二
十
六
日
、
レ
ス
ト
ラ
ソ
菊
水
に
お

い
て
野
村
会
長
ら
諦
名
が
出
席
し
開

催
さ
れ
た
。

今
回
の
総
会
は
、
前
記
事
項
の
ほ

か
、
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
会
長

に
野
村
秀
子
さ
ん
1
現
会
長
・
三
栄

相
互
銀
行
役
員
を
再
選
、
そ
の
他
の

役
員
も
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
「
私
の
歩
い
た
み

ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
東
大
寺
執
事

斤戸

゛
ノ

、C

9

三
毛
三
＼
三
三
三
三
=
毛
三
＼
三
三
司

長
北
河
原
公
典
氏
の
記
兪
演
を
拝

聴
、
当
日
の
日
程
を
終
了
し
た
。

新
役
員
(
敬
称
略
)

会
長
野
村
秀
子

副
会
長
松
井
恒

近
東
静
子

理
事
草
竹
き
く
ゑ
・
杉
山
智

恵
・
田
中
敏
子
・
豊
沢

千
鶴
江
・
阪
田
静
枝
・

下
出
敏
子
・
小
野
タ
カ

子
・
西
井
う
め
ぎ
く
・

河
合
政
子
,
小
林
延
子

監
事
松
井
テ
ィ
・
平
山
都
子

●
■
:
:
■
.
■
.

:
電
,
:
.
"
:
:
:
:
:
:
:
;
゛
:
:
:
:
.
゛
;
:
.

商
工
会
議
所
共
済
制
度
の
一

環
と
し
て
お
届
け
す
る
『
医
療

保
険
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

保
険
は
ガ
ソ
を
は
じ
め
と
す
る

成
人
病
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

病
気
ま
た
不
應
の
事
故
に
ょ
る

入
院
も
保
障
し
ま
す
か
ら
安
心

で
す
。
お
問
い
合
せ
は
当
所
共

済
係
(
担
当
石
田
)
ま
で
。

ロ
ロ
ロ
五
つ
の
特
長
ロ
ロ
ロ

一
入
院
・
手
術
・
看
護
な
ど
幅

広
い
医
療
費
の
補
償

ガ
ソ
や
成
人
病
だ
け
で
な
く

あ
ら
ゆ
る
病
気
や
不
慮
の

事
故
に
ょ
り
入
院
し
た
と
き

の
差
額
べ
ッ
ト
費
用
、
手
術

費
用
や
付
添
い
看
護
料
な
ど

医
療
費
の
患
名
負
担
を
補
償
し
ま

す
。

二
安
い
掛
金

医
療
保
障
、
死
亡
保
障
だ
け
を
目

的
と
し
た
新
し
い
無
配
当
タ
イ
プ

の
保
険
で
す
。
満
期
保
険
全

当
金
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は

{
女
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

三
加
入
は
簡
単

医
師
に
ょ
る
診
査
は
な
く
、
告
知

だ
け
で
加
入
で
き
ま
す
。

四
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
し
た
掛
金
は
す
べ
て

福
利
厚
生
費
と
し
て
損
金
に
計
上

で
き
ま
す
。

五
給
付
金
の
非
課
税

入
院
,
手
術
・
看
護
の
各
給
付
金

8

●
!
◆
1
1
◆
1
●

< ノ

入
院
・
手
術
・
看
護
費
用

タ
.

y
 
"

卯

円万
00ユ

1
円万
05

に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ロ
ロ
ロ
お
取
扱
い
ロ
ロ
ロ

▽
加
入
資
格

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
役

員
及
び
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
の

方
で
年
令
六
十
五
才
六
力
月
ま
で

の
方

マ
契
約
期
間

各
加
入
者
ビ
と
に
効
力
発
生
日
か

ら
向
う
五
年
間

マ
掛
金
払
い
込
み
方
法

掛
金
は
月
払
い
と
し
、
当
月
分
を

前
月
の
二
十
日
頃
に
金
融
機
関
の

ビ
指
定
口
座
か
ら
自
動
振
替
に
ょ

つ
て
払
い
込
む
。

が
く

盧
買濃仙題

ノ
.

と

第104号(第三種郵便物認可)

中小企業高度化事業計画
来年度実施は今月末までに提出

県では、高度化事業(繊維工業構造改善事

業を含む)に対して、京前に充分な計画の指

導、診断等が必要であるとして、今後同事業

を計画する場合、次により計画概要書を捉出

してもらうことにした。

◇昭和53年度実施計画
昭和52年5月末日立で

◇昭和54年度以降実施計画

実施希望年度の前々年度10月末日まで

なお、用地の取得を伴わない小規模な計画

又は早期実施が特に必要な計画等については

上記期日後でも協議するものとする。

奈良会議所ニュース 昭和52年5月10日(毎月1回10日発行) 第104号(第三種郵便物認、可)

経営の合理化に
トヨ、タの力

踏付金

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

名

★☆★給付の内容★★★

入院粘付金

f:;r1寂:)

鈷村事由

瓢肌形.卸蔵トヨ牙レユ可リース奈良噐玲2鵬

乳気によ町趣談して10日
以上入跳しだとき

看置枯付金

口費

キ庫の事敏により3日以
上入腕しだとき

^●●●.●..^^^^

入眺中."型の塁斐宅状
盟ガ麹盛して10三以上と
写0岳定の薯韻右ガ毛艮
し々とき

手栴粘付金

1゜
1日につき

5,000円

リ

生命保険金

え゜

J-、

踊虚の尋庸モ曼吋だとき

,巳につき

、、.

10,000円

1日」巴つき

病気て兜亡'風戻のとき

30

奈良会議所ニュース

5,000胃

1不慮の事邑で1即日以円
に死亡・寅寅のとき

1白につき

15.000

,日こつき

亭頃1^争官
"円耳円

塁5'・フ.5

40

10,000

1三につき

え0.000

1日にウき

琴晦10にう色
巧円
50 -15

車のご用、うけた.まわります

15,000円

1。。万自

,日につ唯

与●1口C,き
卦月野
75-ユユ.5

20,000円

トヨタのビ.ジネスレンタ

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用いただけます。お気軽にお電話

150万胃

写膚,口こつ目
だ円万月
100-30

3。。万秀

昭和52年5月10日(毎月1回10日発行)

ユ伽万円

4叩万月

^、J

Ii
商
工
労
働
部
で
ほ
"U
和
五
十

昭和52年度

小売商業
高度化資金も

111111"","耻U11"1111',.""""

＼

＼

、必要な時間だけ
ださい。

命κ、命く、^、^、奇 11""","1U""11111,",."11川11

内外 国

特許・実用新案_・意匠・商標__
」出願才少判'鍵復'ξ目'1'侵=.誕訴弓木飛日)

田内外国特許事務
田璋子蔦理士
田正人蔦理士

大阪市東区瓦町2丁目9番地
(堺筋本町北へ20om東側ハラダビル8F)

電話大阪(06) 227-5535~5557

ース



イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
奈
良

栄
養
食
品
の

普
及
め
ざ
す

食
品
公
害
が
叫
ぱ
れ
て
か
ら
と
い

う
も
の
自
然
食
品
ブ
ー
ム
の
到
来
、

そ
し
て
今
度
は
,
栄
養
食
品
'
と
い

う
開
き
な
れ
な
い
商
品
が
現
わ
れ

た
。
こ
の
栄
養
食
品
を
扱
う
の
が
イ

上
し
た
と
い
わ
れ
る
が
栄
養

の
バ
ラ
ソ
ス
を
考
え
た
食
生

活
と
な
る
と
話
は
別
。
「
今

日
は
ソ
バ
で
済
ま
す
か
」

「
帰
り
に
一
杯
ヤ
ル
カ
」
等

々
は
日
常
茶
飯
事
。
偏
食
は
食
事

に
関
し
た
宿
命
み
た
い
な
も
の
で
あ

る
。そ

こ
で
、
く
だ
ん
の
栄
養
食
品
の

出
番
と
あ
い
な
る
ワ
ケ
。
日
本
人
の

薬
好
き
は
有
名
で
あ
る
が
、
薬
そ
の

も
の
で
な
く
食
生
活
の
中
に
抵
抗
な

く
と
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
然

に
栄
養
の
バ
ラ
ソ
ス
が
保
て
る
と
い

細
川
蒟
萌
製
造
元

裏
表
?
の
わ
か
る

蒟
萌

ソ
ペ
ッ
ク
ス
奈
良
で
あ
る
。

商
売
を
始
め
て
か
ら
三
年
。
栄
養

食
品
と
い
う
馴
染
み
の
な
い
商
品
の

た
め
か
今
は
商
品
普
及
の
基
礎
固
め

の
状
態
。

屋
号
で
も
お
解
り
の
よ
う
に
こ
の

食
品
の
発
生
地
は
フ
メ
リ
カ
。
製
品

は
夕
γ
。
ハ
ク
^
・
、
ヒ
タ
ξ
ソ
・
ミ
ネ

ラ
ル
・
・
・
:
・
と
重
要
な
栄
養
素
、
か
そ
ろ

0
て
い
る
。

我
凌
の
食
生
活
は
今
で
は
数
段
向

船
で
ん
、
ス
キ
焼
・
・
・
・
:
と
歯
ご
た

え
の
良
さ
で
食
卓
姦
わ
す
蒟
鵜
。

細
川
さ
ん
は
昭
和
二
十
九
年
以
来
、

こ
の
蒟
霧
を
製
造
し
て
い
る
。

一
謂
と
い
っ
て
も
最
近
ス
ー
.
ハ
ー

な
ど
で
み
ら
れ
る
品
物
で
は
な
く
、

昔
な
が
ら
の
手
法
を
生
か
し
た
蒟
荊

を
作
0
て
い
る
。
工
程
、
広
島
な

ど
で
栽
培
さ
れ
ゑ
器
玉
を
購
入
、

ハ
、
、
K
ジ
》
、
メ
、
河
ふ
、
ミ
,
}
、
ミ
§
゛
,
ニ
,
、
ζ
;
J
、
ξ

ハ
、
、
K
ジ
》
、
メ
、
河
ふ
、
ミ
,
}
、
ミ
§
゛
,
ニ
,
、
ζ
;
J
、
ξ

、
、
ι
、
一
ル
一
八
一
^
"
・
ご
,
、
又
ヅ
'
辰
ミ
 
y
グ
、
<
 
4
 
ジ
配
1
 
》
、
W

^
ξ
 
f
 
,
ぐ
.
、
で
碧
,
ふ
プ
、
、
"
:
;
イ
声
一
《
,
、

.
、
,
エ
、
、
,
、
一
、
.
ノ
一

《
痛
《
》
^
^
》
灣
^
努
^
忠
一
之
§
《
^
》
之
叉
^
器
漫

う
点
が
、
こ
の
食
品
の
ミ
ソ
で
あ

る
。

少
々
み
て
く
れ
が
悪
い
も
の

ほ
ど
味
が
あ
る
も
の
で
す

よ
。
」
と
話
す
。

裏
表
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
ね
ば
り
が
あ

「
と
に
か
く
耳
馴
れ
な
い
商
品
の

た
竺
般
に
普
及
さ
せ
る
の
は
難
し

い
で
す

し
か
し
、
健
康
を
提

0

供
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

仕
事
に
誇
り
す
ら
感
じ
ま
す
よ
」
と

話
す
の
は
代
表
者
の
杉
本
さ
ん
。

人
問
誰
し
も
体
が
資
本
。
い
た
わ

り
た
い
も
の
デ
ス
。

【
メ
モ
】
▽
所
在
地
・
奈
良
市
高
天

市
東
町
十
九
1
-
マ
代
表
者
・
杉
本

正
彦
マ
T
E
L
・
⑳
0
五
二
七

り
う
ま
い
と
い
う
証
拠
。
そ
こ

で
、
こ
の
ね
ぱ
り
を
出
す
点
に
手
仕

事
の
難
し
さ
と
感
が
必
要
に
な
0
て

く
る
。
も
ち
ろ
ん
季
節
に
ょ
り
敏
感

に
品
質
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
こ
と

に
も
な
る
。

1

そ
れ
を
蒸
す
、
つ
ぶ
す
、
そ
し
て
練

る
:
:
:
と
一
^
日
を
^
し
^
品
に
^

上
げ
る
と
い
う
全
く
の
手
作
り
で
あ

る
。最

近
の
翻
を
み
て
お
気
付
の
よ

う
に
、
ツ
ル
ツ
ル
し
て
非
常
に
美
し

く
包
装
さ
れ
店
頭
に
な
ら
ん
で
い
る

か
、
昔
は
、
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
.
「
一
ツ

゛
、
、ゴ

ツ
し
た
感
じ
で
オ
ケ
な
ど
に
入
0

て
い
九
、
の
。

主
人
の
細
川
さ
ん
は
一
,
今
の
蒟
蕩

は
ど
ち
ら
が
裏
か
表
か
わ
か
ら
な

い
。
や
っ
.
は
り
、
蒟
蕩
と
い
う
も
の

琴
熱
^
リ
一

:
:
】
◆
゛
、

'
、
一
一
,
:
、
^
t
」
一
.

"
.
"
ー
:
ん
^
.
゛
h
q

゛
゛
{
、
.
 
Y
.
一

、
、
・
、
:
.
、
.
'
り
.
^

ψ
、
1
-
"

、
^
ニ
ー
ー
.
X
.
~
'
.

門
'
A
 
・
向
.
^
゛
』
一
J
;

J
、
一
、
'
,

ノ
一
、
゛

^
^
'
、
^
・
、
.
^
・
,
・
、
^
.
^
:

0
 
゛
^
、
、
:
、
.
一
、
.

'
・
.
、
生

リ
判
.
气
.
、
、
;
:
.
』
一

^
ー
ー
^
゛
:
:
、
^
:
.
ら

一
一
^
L
^
一
'
式

゛
、
.
、
"
.
 
J
 
1
 
、

゛
、
い
学
.
暖
、

、
山
、
,
゛
 
4
 
、
.
り
.
、
、
ー
、
,
.

0
9
8
5

3
2
4
3

タ
入

,
、
、

有
無
有
有

と
こ
ろ
が
、
食
生
活
の
変
化
か
ら

か
、
み
て
く
れ
に
ビ
ま
か
さ
れ
て
か

本
物
は
こ
の
と
こ
ろ
伸
び
悩
み
だ
と

'

]1

亙

消
費
者
の
み
な
さ
ん
、
少
々
み
て

く
れ
は
悪
く
て
も
、
本
物
を
見
分
け

る
力
を
つ
け
、
賢
こ
い
消
費
岩
に
な

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
メ
モ
】
マ
所
在
地
・
奈
良
市
川
上

西
町
十
四
▽
代
表
者
・
細
川
和
雄
マ

T
E
L
・
⑳
五
六
三
九

.

一
■

..、
 
J
.

無
無
有
有
無

M

、
"

.

鳥
、

圖
同

.'
武

一

.

マ
代
表
者
変
更

日
本
生
命
保
険
胸
奈
良
支
社

川
村
尚

春
日
井
利
治

鵠
森
本
組
奈
良
営
業
所

西
浦

弘

渡
邊
文
次

マ
社
名
変
更

鵠
愛
織

丁旧
総
合
イ
ソ
テ
リ
ア
愛

▽
住
所
変
更

三
共
土
地
建
物
鵠

奈
良
市
窪
之
庄
町
エ
ニ
ハ
ー

旧
奈
良
市
西
大
寺
小
坊
町

T
E
L
⑫
0
八
五
四

新
会
員

マ
松
鳥
商
店
・
松
鳥
時
夫
・
芝
辻
二

丁
目
八
ー
ニ
テ
士
産
品
卸
・
@
ニ

二
全
ハ
▽
堀
田
設
備
工
業
所
・
堀
田

征
男
・
東
九
条
町
四
ニ
ハ
・
水
道
士

木
・
@
三
七
五
ハ
マ
や
ま
と
住
機
商

事
愉
・
神
例
貞
雄
・
南
新
町
三
五

1
五
・
住
宅
需
機
器
販
・
@
一
五

五
七
▽
谷
建
設
鵠
・
谷
志
敏
・
打

紀
寺
町
二
1
-
四
七
・
建
璽
・
⑳

0
三
0
0
マ
T
M
藤
本
塾
・
藤
本
昇

司
・
学
園
北
二
1
-
1
十
一
・
学
習

塾
・
@
0
四
五
一
マ
カ
ユ
カ
ワ
,
粥

川
一
三
一
・
西
大
寺
赤
田
二
丁
目
四
1

三
・
タ
バ
コ
食
品
販
・
@
八
四
三

六
マ
大
神
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
・
大
神

正
一
・
鳥
見
町
三
1
四
1
十
・
モ
ー

タ
ー
プ
ー
ル
・
⑮
五
六
二
四
マ
西
田

西
田
通
明
・
東
九
条
町
四
八
0
・
贈

答
品
販
・
@
0
七
-
0
マ
テ
ク
ト
ラ

ン
・
牧
野
宝
留
・
高
天
町
三
八
1
五

本

欝
■

J

'

一

1

⑳
日
乳
祝
~
・

卯
曜

乳
日

゛
、

)

験

゛
デ

卯
日
S
祝
~
・

⑳
曜

飢
日 )

f
、
k
t
 
・
ー
"

W
e
S
祝

即
曜
8
日 )

ン
サ
ル
テ
ィ
ソ
グ
及
び
都
訳
・
⑳
一

八
0
三
マ
泰
邦
電
機
鮒
・
筒
井
性
三

杉
ケ
町
十
-
 
1
十
一
(
カ
イ
モ
ト
ビ

ル
)
・
電
気
通
信
工
事
・
⑳
三

ハ
マ
側
福
井
組
奈
良
支
店
・
内
仲
輝

雉
・
宝
来
町
-
0
六
五
1
-
・
建
設

菜
・
⑳
二
匠
一
マ
吉
井
商
事
鵠
・

吉
井
真
人
・
学
園
北
-
1
-
(
和
幸

ヒ
ル
)
・
美
容
・
茶
華
道
具
卸
・
⑬

四
三
三
マ
サ
ン
ケ
イ
新
聞
富
雄
販

売
所
・
沢
岻
安
仁
・
富
雄
本
町
二
ー

二
六
二
五
1
五
・
新
開
販
売
・
@
七

二
七
五
マ
綜
合
警
備
保
障
制
奈
良
営

業
所
・
日
向
信
治
・
下
三
条
町
三
五

(
竹
田
ビ
ル
)
・
篇
保
障
・
⑳
五

五
0
-
マ
鵠
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ト
ラ
ベ

・
吉
田
大
郎
・
尼
辻
町
一
八
九
1

ー
-
一
・
旅
行
あ
っ
旋
・
@
0
0
0
-

マ
西
野
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
西
野
賢
治

北
ノ
庄
町
三
三
1
三
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
加
工
・
@
一
九
三
三
マ
割
烹
成
田

成
田
義
弘
・
三
条
宮
前
町
二
1
三
一

割
烹
・
@
四
五
ハ
ハ
マ
文
教
工
ー
ス

窪
田
啓
一
郎
・
須
川
町
六
二
五
・
オ

ー
デ
ィ
オ
機
器
販
・
(
0
七
四
二
九
)

⑤
0
五
七
七

(9
2
6
9
9

2
3
3
2
2

卯
日
S
祝
~
・

卯
曜
9
日

-
 
J
 
、
)
〕
、
」

(

年
年

3
1

(

(

職

無

1

年

2

2

男

3

0

4子

1

2女

3

4

5

子

驚
企
業
短
偏

日
持
ち
し
ま
す

南
都
ご
ま
ど
ぅ
ふ

南
都
ビ
ま
だ
う
ふ
で
知
ら
れ
る
朗

や
ま
と
や
惣
家
(
奈
良
市
西
木
辻
町

二
三
二
)
で
は
、
ご
ま
ど
ぅ
ふ
の
欠

点
で
あ
っ
た
日
持
ち
に
つ
い
て
「
高

温
短
時
闇
処
理
」
を
遵
入
、
日
持
ち

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
製
品

は
四
月
初
句
か
ら
発
売
。

奈
良
直
売
所
開
店

奈
良
パ
ー
ク
一

錦
生
醸
造
侮
(
畑
中
孝
造
代
表
)

で
は
三
月
六
日
よ
り
阪
奈
道
路
沿
い

奈
良
。
ハ
ー
ク
ホ
テ
ル
一
階
西
側
に
、

奈
良
直
売
所
を
開
店
し
た
。

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん
、し

み
使

店
夫

支良
花

電

よ
こ

第104号(第三種郵便物認可)
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お問い合せはー・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
I TEL ⑳5564 :
t^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

性別 NO.

室内イソテ
り 7(見習)

種年齢経

臨床検査
員要

溶接工
(電気)

奈良会議所ニュース

一般事務

営業係

歯科衛生士

臨床検査 7年

電気溶接 3年

キ・、,ディー

4年

手取賃金
(月収)

一般事務
貿易営業

^

経理事務

150,000円

100,N0円

120,000円

150,000円

人

一般事務

昭和52年5月10日(毎月1回10日発行)

勤務時間
(休日)

2年10ケ月

の

8.30~5.00
(部記)

9年

8.30~5.00
(日曜)

勤務ナし1規模

90,000円

150,000円

80,000円

90,000円

8.30~5.00
(日曜)

県内外
通
旧内
通
木内
通
木内
通

8'30~5.00
(日曜)

8年

15人
以上
50人
以上
15人
以上
50人
以上

住所

生駒市

奈良市

80,000円(目祝.祝日)

配偶者
の有無

3月31日掲載分

学歴

不問

不問
三. 1凹

所付
不問

不問

奈良市

大卒

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

天理市

高卒

資格

義務卒

大卒(文科)

第104号(第三種郵便物認可)

歯科衛生工学院卒

準看免有

高卒

高卒珠3級

中卒

奈良会議所ニュース
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